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地
区
文
化
祭
開
か
れ
る 

 
 

 第
39
回
上
久
下
地
区
文
化
祭
が
11
月
３

日
、
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
地

区
住
民
２
０
０
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。
絵

画
、
写
真
、
書
道
、
俳
句
、
盆
栽
、
手
芸
ら
文

化
発
表
の
他
、
今
春
、
セ
ン
タ
ー
周
辺
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
上
久
下
の
森
診
療
所
」
や
小
規
模

多
機
能
型
施
設
「
山
南
古
代
の
里
」
と
の
コ
ラ

ボ
（
協
力
開
催
）
も
実
現
し
ま
し
た
。
 

森
診
療
所
の
安
井
院
長
に
よ
る
「
健
康
講

座
」
に
は
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室
が
満
席
な
る
盛

況
ぶ
り
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
健
康
へ
の
関

心
度
の
高
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
古
代
の
里
で

は
入
所
者
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

な
ど
の
展
示
も
あ
り
、
施
設
内
の
自
由
見
学
も

で
き
ま
し
た
。
地
域
の
伝
統
文
化
を
代
表
す
る

青
田
・
太
田
の
神
楽
舞
に
は
そ
れ
ぞ
れ
神
楽
保

存
会
が
積
極
的
に
参
加
を
申
し
出
、
保
存
会
メ

ン
バ
ー
の
熱
演
に
魅
了
さ
れ
、
ま
た
檜
皮
ふ
き

実
演
に
は
村
上
社
寺（
篠
場
）と
友
井
社
寺（
阿

草
）
が
協
力
し
て
、
日
頃
一
般
に
見
る
機
会
の

少
な
い
実
演
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

屋
外
で
は
各
団
体
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
バ
ザ

ー
出
店
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
頭
に
は
人
だ

か
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
文
化
祭
に
毎
年
参

加
す
る
女
性
（
70
代
）
は
「
今
年
の
文
化
祭
 

       
に
は
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、
伝

統
文
化
に
改
め
て
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、

新
し
く
地
域
参
加
の
診
療
所
や
介
護
施
設
な

ど
も
加
わ
り
、
賑
や
か
で
よ
か
っ
た
」
と
印
象

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

              
 
           

                      
  

             

上
久
下
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り 

  
                10

月
25
日
（
金
）、
じ
ん
け
ん
ト
ー
ク
＆

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ

ん
に
も
た
く
さ
ん
ご
来
場
い
た
だ
き
、
約
１
３

０
名
の
方
々
に
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

46
歳
で
失
明
さ
れ
た
酒
井
雅
和
さ
ん
は
、
白

杖
の
人
を
見
か
け
た
と
き
の
心
が
け
や
上
久

下
小
の
児
童
と
過
ご
し
た
感
想
な
ど
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル
の
皆

さ
ん
の
ベ
ル
演
奏
で
は
美
し
い
音
色
に
感
動

し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。
ベ
ル
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
児
童
の
み

ん
な
で
「
き
ら
き
ら
星
」
を
演
奏
し
、
多
く
の

拍
手
が
湧
き
お
こ
り
ま
し
た
。
 

 

＊
冬
季
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
つ
い
て 

12
月
７
日（
土
）午
前
８
時
よ
り
ビ
ン
類
、

紙
類
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
）、
ア
ル
ミ

缶
を
回
収
し
ま
す
。雨
天
の
場
合
は
８
日（
日
）

に
順
延
し
ま
す
。
 

か
み
く
げ
恐
竜
の
里
新
聞

か
み
く
げ
恐
竜
の
里
新
聞

平
成
25
年
11
月
20
日
 
 
発
行
：
上
久
下
恐
竜
の
里
づ
く
り
協
議
会
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丹
波
竜
フ
Ḓ
ス
タ
開
催
さ
れ
る 

  丹波
竜
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３
が
11
月
23

日
、
丹
波
竜
化
石
工
房
「
ち
ー
た
ん
の
館
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
に
先
立
ち
、
ち
ー
た
ん
の
館
で
は
丹
波

竜
の
Ｐ
Ｒ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
完
成
し
、
落
成
式

典
が
開
か
れ
、
館
の
壁
を
突
き
破
っ
て
頭
部
と

し
っ
ぽ
を
現
し
た
恐
竜
に
見
物
客
も
び
っ
く

り
（
写
真
左
）。
引
き
続
い
て
、
住
民
セ
ン
タ

ー
で
は
北
海
道
や
福
井
恐
竜
博
物
館
の
研
究

者
と
三
田
の
人
と
自
然
の
博
物
館
の
三
枝
研

究
員
と
に
よ
る
「
最
新
の
国
内
化
石
発
掘
」
と

題
し
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
恐
竜
の
歯
ペ
ン
ダ

ン
ト
づ
く
り
、
頭
部
復
元
模
型
つ
く
り
な
ど

「
恐
竜
復
元
に
挑
戦
」、
ち
ー
た
ん
と
恐
竜
の

わ
く
わ
く
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
く
の
家
族

づ
れ
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

野
外
会
場
で
は
元
気
村
か
み
く
げ
か
ら
参

加
し
た
「
恐
竜
焼
き
」（
写
真
右
）
と
「
化
石

発
掘
体
験
」
で
は
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気

を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
、
調
理
室
で
準
備
し
た
恐
竜
弁
当
「
丹

波
竜
の
お
く
り
も
の
」
も
60
食
が
早
々
に
完

売
す
る
な
ど
元
気
村
売
上
に
も
貢
献
し
て
い

ま
し
た
。
化
石
発
掘
体
験
に
市
外
か
ら
参
加
し

た
小
学
生
男
児
は
「
参
加
者
が
多
く
て
、
ひ
と

り
30
分
の
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
集
中
し

て
化
石
探
し
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
植
物
化
石

は
見
つ
か
っ
た
が
、
恐
竜
や
小
動
物
の
化
石
が

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
は
残
念
。
ま
た
、
元
気

村
に
戻
っ
て
き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

   

          
 
                    

 

市
議
会
報
告
会
で
意
見
交
換 

  
丹
波
市
議
会
の
報
告
会
が
11
月
７
日
、
上

久
下
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
山

南
地
域
か
ら
多
く
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

報
告
会
に
は
出
席
議
員
（
７
人
）
か
ら
昨
年
度

の
決
算
等
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。
 

上
久
下
地
区
に
関
係
す
る
意
見
と
し
て
は
、 

①
 恐
竜
化
石
を
丹
波
市
の
観
光
資
源
と
し

て
内
外
に
発
信
で
き
る
努
力
が
必
要
だ
。
進
行

中
の
「
丹
波
竜
の
里
計
画
」
が
完
全
に
遂
行
さ

れ
る
ま
で
は
、
継
続
し
て
上
久
下
地
区
へ
の
支

援
を
緩
め
な
い
で
欲
し
い
。
 

②
 南
バ
イ
パ
ス
の
一
部
未
改
修
地
の
早
期

着
工
を
 

③
 先
の
災
害
で
防
御
ネ
ッ
ト
の
被
害
が
大

き
い
。
復
旧
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
。
 

な
ど
の
意
見
が
交
換
さ
れ
、
議
会
と
し
て
も

行
政
と
一
体
に
な
っ
て
地
域
の
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
く
、
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
 

               
 

キ
ム
チ
づ
く
り
講
習
会
を
実
施 

  
キ
ム
チ
づ
く
り
講
習
会
が
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
調
理
室
に
講
師
に
招
い
て
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
講
習
会
は
県
の
「
地
域
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」
の
交
付
決
定
を
受
け
て
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
視
野
に
入
れ

た
取
り
組
み
で
実
施
し
て
お
り
、
8
月
に
ド
レ

ッ
シ
ン
グ
づ
く
り
に
続
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
丹
波
産
大
豆
を
使
っ
た
「
丹
波
み

そ
」
づ
く
り
講
習
会
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。 

キ
ム
チ
づ
く
り
は
塩
漬
け
が
一
番
重
要
で
、

塩
加
減
で
味
が
き
ま
り
ま
す
。
自
然
塩
を
使
っ

て
、
前
日
か
ら
丁
寧
に
塩
漬
け
を
し
、
下
漬
け

の
白
菜
か
ら
美
味
し
い
キ
ム
チ
が
出
来
上
が

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
で
と
れ
た
農
産

物
に
付
加
価
値
を
つ
け
、
加
工
す
る
技
術
を
学

び
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
も
の

で
す
。
 

                    
―
―
―
 
12
月
の
予
定 

―
― 

 

◆
12
月
８
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
映
画
会

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

午
後
７
時
30
分 

◆
12
月
13
日
（
金
）
里
づ
く
り
協
議
会

例
会
 
午
後
６
時 

 

◆
12
月
20
日
（
金
）
自
治
会
長
会
 
午

後
７
時
30
分 

◆
12
月
27
日
（
金
）
 
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
 
御
用
納
め 

※
１
月
は
６
日
（
月
）
か
ら
業
務
開
始
し

ま
す
。


